
評
議
員
会
で
も

推
薦
に
つ
い
て
論
議

武
蔵
支
部
は
、
５
月
18
日

の
評
議
員
会
で
「
支
部
推
薦
」

が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

評
議
員
会
だ
よ
り
（
No
23
）

に
よ
る
と
、
職
場
か
ら
「
組

合
員
の
選
挙
に
対
す
る
拒
否

反
応
が
強
い
。
本
当
に
支
部

で
推
薦
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
と
の
意
見
要
望
に
対
し

て
、
執
行
部
は
「
支
部
と
し

て
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

投
票
に
是
非
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

あ
る
。
投
票
に
い
っ
た
時
の

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
紹
介

を
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

重
要
問
題
が

問
わ
れ
る
選
挙

今
度
の
参
議
院
選
挙
は
、

年
金
制
度
改
悪
、
消
費
税
増

税
、
有
事
関
連
７
法
案
、
イ

ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
の
是

非
、
憲
法
改
正
議
論
、
な
ど

多
く
の
問
題
が
国
民
に
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
は
、
組
合
員
の

諸
要
求
実
現
を
求
め
て
団
結

し
た
組
織
で
す
。
組
合
員
の

生
活
と
権
利
を
守
り
発
展
さ

せ
て
行
く
た
め
に
も
、
政
治

的
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

職
場
内
外
で
起
こ
っ
て
い
る

諸
問
題
に
対
し
て
情
報
を
職

場
に
提
供
し
た
り
大
い
に
議

論
し
、
集
会
や
デ
モ
な
ど
で

社
会
的
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2004年06月09日 むさしNet 第47号 (1）

参
議
院
選
挙
は
重
要
で
す

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす
（連絡先） ルネサス武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
梅
雨
の
季
節
に
な
りりりりり

ま
し
た
。
梅
雨
は
東
アアアアア

ジ
ア
特
有
の
こ
と
で
、、、、、

前
線
が
長
期
間
停
滞
すすすすす

る
た
め
に
お
こ
り
ま
す
。。。。。。。。。。。。

シシシシシシ
ト
シ
ト
、
ジ
メ
ジ
メ
で
嫌嫌嫌嫌嫌

がががががが
ら
れ
る
梅
雨
で
す
が
、
農農農農農

家家家家家家
に
は
必
要
な
季
節
で
す
。。。。。

しししししし
か
し
、
梅
雨
末
期
に
お
ききききき

るるるるるる
集
中
豪
雨
は
、
災
害
を
起起起起起

ここここここ
す
困
り
も
の
で
す
。
▼
集集集集集

中中中中中中
豪
雨
と
い
え
ば
今
、
小
泉泉泉泉泉

自自自自自自
公
内
閣
に
よ
っ
て
年
金
・・・・・

医医医医医医
療
制
度
の
改
悪
と
消
費
税税税税税

のののののの
増
税
、
イ
ラ
ク
派
兵
や
憲憲憲憲憲

法法法法法法
改
悪
の
動
き
な
ど
、
私
たたたたた

ちちちちちち
の
生
活
や
平
和
を
脅
か
すすすすす

施施施施施施
策
が
、
集
中
豪
雨
的
に
強強強強強

めめめめめめ
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
こ
ううううう

しししししし
た
中
、
不
安
や
怒
り
が
少少少少少

しししししし
ず
つ
で
す
が
広
が
り
始
め
、、、、、、、、、、、、

全全全全全全
労
連
や
連
合
な
ど
労
働
組組組組組

合合合合合合
も
闘
い
に
立
ち
上
が
っ
ててててて

いいいいいい
ま
す
。
こ
う
し
た
様
々
ななななな

力力力力力力
を
集
め
て
、
生
活
と
平
和和和和和

をををををを
守
る
奔
流
に
し
た
い
も
ののののの

でででででで
す
。
▼
五
月
雨
を

集
めめめめめ

てててててて
は
や
し

最
上
川
（
芭
蕉
）））））

集積回路

「連合総研」調査結果

推薦への投票は７.５％

この４月に連合総合生活開発研究所（連

合総研）が今度の参院選についての調査結

果が明らかになった。

集計結果は、労組員は「必ず投票する」

が38.5％、「投票しようと考えている」が

27.5％であった。

特定の政党に投票したいと考える理由で

「所属労組が推薦しているから」と答えた

労組員は、7.5％に過ぎなかった。

連合は「反省材料にしたい」としている。



国内における半導体前工程工場の新増設計画
会社名 建設地 投資額 ｳｴﾊｰ径 ﾃﾞｻﾞｲﾝﾙｰﾙ 月産枚数 生産品目 完成時期

ルネサス ひたちなか市 2,000 12ｲﾝﾁ 0.09μm ２万枚 ｼｽﾃﾑLSI 05年下半期

エルピーダ 東広島市 3,000 12ｲﾝﾁ 0.09μm ４万枚 1G～4GDRAM 06年上半期

NECエレ 山形県鶴岡市 600 12ｲﾝﾁ 0.09μm ４０００枚 ｼｽﾃﾑLSI 04年下半期

東芝 大分市 2,000 12ｲﾝﾁ 0.065μm １万2500枚 ｼｽﾃﾑLSI 2004年7月

東芝 四日市市 2,000 12ｲﾝﾁ 0.065μm １万枚 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ 06年上半期

トレセンテｨ ひたちなか市 580 12ｲﾝﾁ 0.09μm ４０００枚 ｼｽﾃﾑLSI 2004年上期

富士通 三重県多度町 1,600 12ｲﾝﾁ 0.065μm １万3000枚 ﾌｧﾝﾄﾞﾘｰ 2005年9月

ルネサス 高知県香我美町 2,000 12ｲﾝﾁ 0.09μm ２万枚 ｼｽﾃﾑLSI/ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ 未定

松   下 富山県魚津市 1,300 12ｲﾝﾁ １万枚 ｼｽﾃﾑLSI 2004年度中

ソニー 長崎県諫早市 2,000 12ｲﾝﾁ 0.065μm １万3000枚 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻｰ 04年下半期

ソニー 鹿児島県国分市 1,500 12ｲﾝﾁ 未定 未定 CCD/COMSｾﾝｻｰ 2005年以降

沖電気 宮崎県清武町 1,000 12ｲﾝﾁ 未定 未定 ｼｽﾃﾑLSI 未定

（注）半導体産業新聞調べ、一部推定。投資額は単位；億円。

4月21日付「半導体産業新聞」より
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厚
生
年
金
給
付

31
％
も
切
り
下
げ

政
府
・
与
党
が
年
金
改

悪
法
案
に
つ
い
て
宣
伝
し

て
き
た
「
保
険
料
は
上
限

を
設
け
固
定
」
「
給
付
は

現
役
世
代
の
50
％
を
維
持
」

が
あ
る
か
ら
「
１
０
０
年

安
心
年
金
」
と
し
て
き
た"

二
枚
看
板"

が
ウ
ソ
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ソ
を
国
会
で
明

ら
か
に
し
た
の
が
日
本
共

産
党
の
小
池
晃
参
議
院
議

員
で
、
５
月
12
日
の
参
議

院
本
会
議
の
追
求
に
対
し

て
坂
口
厚
労
大
臣
（
公
明
）

が
答
弁
し
、
マ
ス
コ
ミ
で
も

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
小
池
議
員
は

５
月
27
日
の
参
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
「
厚
生
年
金
の
受

給
額
」
も
、
現
行
の
１
９
３

９
年
（
昭
和
14
年
）
生
ま
れ

の
モ
デ
ル
世
帯
が
、
今
年
度

（
04
年
）
23
万
３
０
０
０
円

の
給
付
額
が
27
年
後
の
２
０

３
１
年
に
は
31
％
減
額
の
16

万
円
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る

事
が
年
金
局
長
の
答
弁
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
44
歳
の
人

31
％
も
切
り
下
げ

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

2004年06月09日 むさしNet 第47号 (2）

自
民
・
公
明
の
年
金

改
悪
内
容
が
明
ら
か
に

半半導導体体事事業業の動動向向をを紹紹介介
「活況に沸く半導体産業。０４年の市場成長予想も約２０％と依然高水準だ。注目は、いつ
シリコンサイクルがピークアウトし下降局面に入るか。今のところ、各社の大型工場が稼働し
供給過剰リスクが発生する０５年後半以降という見方が支配的だ。息の長いデジタル家電景気
という追い風もあり、次の谷間がきても過去のような巨額赤字を計上する事業構造ではなくなっ
たという楽観論もある」と５月２０日付「日刊工業」は、半導体産業の特集記事で分析してい
ます。４月２１日付「半導体産業新聞」は、国内における「半導体前工程工場の増設計画」を
報道していますので､下表で紹介します。

自自
・
公
の
与
党
は
、
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
年
金
法
案
を
６６６６６６６６６６

月月月月月月月月月月
３
日
、
質
疑
を
残
し
た
ま
ま
強
行
採
決
し
、
５
日
の
本本本本本本本本本本本

会会会会会会会会会会会
議
で
可
決
を
し
ま
し
た
。
今
度
の
参
議
院
選
挙
で
国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民
的
審
判
を
下
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

さ
ら
に
、
１
９
６
０
年

生
ま
れ
（
44
歳
）
の
方
の

「
受
給
開
始
後
の
給
付
水

準
」
を
追
求
し
た
と
こ
ろ
、

①
夫
は
40
年
フ
ル
タ
イ
ム
、

妻
は
専
業
主
婦
の
条
件
で
、

受
給
開
始
の
65
歳
50
・
２

％
で
す
が
、
75
歳
に
は
45
・

１
％
に
減
額
。

②
40
年
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
共

働
き
世
帯
は
、
65
歳
が
39
・

３
％
、
75
歳
35
・
３
％

③
40
年
フ
ル
タ
イ
ム
で
単
身

の
男
性
は
、
65
歳
が
36
・
０

％
、
75
歳
32
・
３
％

但
し
、
比
較
さ
れ
て
い
る
「
現

行
給
付
水
準
」
と
は
、
現
役
世

代
の
平
均
収
入
で
あ
る
と
同

時
に
、
保
険
料
な
ど
を
削
除
し

た
「
可
処
分
所
得
」
で
あ
り
、

定
年
退
職
時
の
収
入
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。今

後
も
反
対
運
動
を

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
！

2004年06月09日 むさしNet 第47号 (3)

◎
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

狙
撃
さ
れ

帰
ら
ぬ
人
に

覚
悟
し
て
い
た
と
は
い
え

家
族
は
や
る
せ
な
い

あ
な
た
の
残
し
た
も
の
は
・
・
・

休
憩
室

５
月
27
日
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
明
ら
か
に
な
っ
た

（
５
月
28
日
付
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
よ
り
）

新設計棟の建設へスタート

日立労組武蔵支部に「武蔵事業所再開発対

策委員会」が設置され、事業所経営協議会や

労使連絡会などの場を通して、職場意見の反

映を努力していることが報告されています。

さらに、武蔵支部のホームページにも「質問

と回答」として経過が報告されています。

新設計棟は、幅５０ｍ、長さ１２８ｍの６

Ｆ建ての約４万平米と言われています。

新棟のレイアウト案では、食堂に厨房がな

いそうですが１Ｆ部分に７６０席のスペース、

ＡＴＭは１Ｆ部分に、２Ｆ以降の東西に「休

憩室」が設置されるとのことです。

日本共産党の佐藤みつる議員は、６月の市

議会で「武蔵地区の再開発」と市民の生活環

境問題で、一般質問を実施する旨の情報が寄

せられています。質問後、佐藤議員からの情

報を受け取り、次号の「むさしＮET」で紹介

する予定です。

ご意見をお待ちしています。



新
設
計
棟
建
設
に

職
場
の
要
望
を

い
よ
い
よ
２
期
建
家
の
取

り
壊
し
が
始
ま
り
、
新
設
計

棟
建
設
へ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
ん
な
建
物
に
な
る
か
楽
し

み
で
あ
る
が
、
職
場
へ
の
知

ら
せ
は
何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
我
々
の
職
場
で
あ
る

品
質
保
証
関
係
は
新
棟
に
は

移
転
し
な
い
ら
し
い
の
で
残

念
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

新
棟
内
の
福
利
厚
生
施
設
の

様
子
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
「
化
粧
室
内
の
個

別
の
戸
棚
な
ど
の
設
置
」
な

ど
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
５
・
６
期
か
ら

新
棟
へ
の
連
絡
通
路
は
雨
に

あ
た
る
こ
と
な
く
行
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
廊
下
の
床
は

ど
の
よ
う
な
材
質
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
（
Ｋ
）

北
伊
丹
へ
の

旅
費
節
約

相
乗
り
タ
ク

シ
ー
改
善
を

６
月
１
日
か
ら

の
実
施
で
、
ル
ネ

サ
ス
北
伊
丹
事
業

所
へ
出
張
す
る
人

が
多
く
な
り
「
旅

費
の
節
約
」
と
し

て
、
伊
丹
空
港
か

ら
伊
丹
事
業
所
ま

で
の
タ
ク
シ
ー
利
用
を
「
専

用
タ
ク
シ
ー
」
に
相
乗
り

（
４
人
）
で
行
く
よ
う
に
と

の
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
料
金
は
だ
れ
か
が

代
表
し
て
支
払
う
と
の
事
で

す
が
、
同
じ
職
場
の
人
同
士

で
あ
れ
ば
問
題
が
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
他
で
あ
れ

ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

様
な
場
合
「
タ
ク
シ
ー
券
」

を
北
伊
丹
事
業
所
で
タ
ク
シ
ー

会
社
に
渡
し
た
方
が
便
利
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

利
用
者
の
声
を
取
り
入
れ

た
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

（
Ｙ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶ル

ネ
サ
ス
発
足
後
一
年
が
経
過
し
、
こ
の
６
月
か
らららら

処
遇
制
度
の
一
元
化
に
つ
い
て
基
本
的
考
え
が
提
案案案案案案

さ
れ
、
７
月
に
は
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
言
わわわわわわ

れ
て
い
ま
す
。
三
菱
電
機
と
の
労
組
の
統
一
も
来
年年年年年年

度
に
は
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
双
方
と
も
現
状
のののののの

維
持
と
向
上
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
た
結
論
と
なななななな

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｔ
）

支部大会議案に

武蔵支部第３５回定期大会に向け

て、６月２日に「議案起草委員会」

が開催されています。

職場には定期大会直前に「議案書」

として提案されます。ルネサス設立

から一年が経ったこの時期、諸課題

も多くある中、起草の議論の段階か

ら職場に提起され「職場問題を職場

で論議」の実行を考えて見ては如何

でしょうか？（Ｔ）

編集後記


